
様式第 2号(第 7条関係) 

 

会 議 結 果 報 告 書 

令和８年６月４日 

 

会議の名称 令和 7年度 第 3回舞鶴市廃棄物減量等推進審議会（第 8期第 5回） 

種別 ■附 属 機 関   □懇 話 会 等 

開催日時  令和 7年 11月 4日(火)午後 2時 00分〜午後 4時 00分 

開催場所  市役所別館 5階 中会議室 

出席者 

山川会長、青山副会長、佐藤副会長、尾上委員、木谷委員、品田委

員、髙本委員、谷口委員、寺島委員、永野委員、森委員(12名中11名

出席) 

吉田市民環境部長、大谷市民環境部次長、有田生活環境課長、吉田

生活環境課主幹、清水環境施設課長兼清掃事務所長、志摩リサイク

ル事務所長、日下部学校教育課長、水嶋学校教育課主幹ほか 

議題 

 

（１）３R の推進について 

（２）住み続けられる持続可能な地域について 

 

公開の区分 
■公  開 

□部分公開 [理由] 

傍聴者数  なし 

審議結果 

及び 

主な意見等 

（１）３Rの推進（学校給食における食品ロス対策） 

中学校給食の残食率が約 2割に達している現状から、実証実験の結果

報告と、根本的な原因についての議論が行われ、「栄養基準の遵

守」と「個人の体格差や嗜好」のバランス、思春期特有の心理的要

因（太りたくない等）も考慮し、男女別データ等の詳細な分析に基

づいた対策が求められた。 

（２）住み続けられる持続可能な地域 

自治会の負担軽減を目的とした「立番制度」の任意化について、導

入時期や廃止後のリスクが議論された。 

その結果、立番の任意化には異論ないが、市と自治会の役割分担

や、「誰がいつ、取り残されたごみを最終的に片付けるのか」とい

うルール作りと、混乱をに抑えるための啓発の必要性が確認され

た。 

会議録の作成様式 ■詳 細   □要 約 
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